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   From April 1994 to February 1995, we studied prostate cancer screening at Shakai-hoken Hazu 
Hospital and Health Care Center. Among 1,838 men, over 55, who had taken the total health care 
check, 857 applicants had had prostate cancer screening, using serum PSA (Delfia  kit  ; normal range< 
11.7 ng/ml) and AUA voiding symptom score and bothersome score. According to the serum PSA 
level, they were divided into 4 groups, 11 with 8 ng/ml or more indicating requirement of further 
examination, 29 with 4-8 ng/ml indicating requirement of observation, 100 with less than 4 ng/ml and 
AUA score (approximately more than 10) indicating voiding disturbance and the other 717 were 
 normal  ; Of 11 further examined cases, 6 applicants underwent random biopsy. We found 3 with 
prostate cancer (0.35%). 
                                           (ActaUrol. Jpn.  42: 275-278, 1996) 






















希望 した857名(PC受検 と略す)を 対象に行 った.
受検 日にPSA採血を追加し,前 もって郵送 しておい







55歳以 上 の 対 象 受 検 者 年 齢 の う ちPC受 検 者 は857
名 で 受 験 者 の46%で あ っ た(Fig.1).受 検 者 年 齢 は
55～84歳(平 均60.8±4.6)で55～59歳 に ピ ー ク が
あ っ た(Fig.2).AUAのscoreAはO-・32(平 均5.2
±5.3)(Fig,3),scoreBはO・-24(平均2.6±3.7)
(Fig.4)で,scoreAとB間 に は 相 関 係 数r=O.64と
比較 的 よい相 関が 認め られた.PSAはO.2～236(平
均L90±9,28)ng/mlに分布 した(Fig.5).
判 定 結 果 はPSA値 を主 に して4段 階 に分 け,
8ng/ml以上 を 要精 検(11名 が該 当),4～8ng/mI
を経 過観 察(29名が該 当),4ng/ml未満 でscoreA
およびscoreBが高い もの(10以上 を 目安で判定は泌
尿器科医の判断,100名が該当),異 常 な しに分 けた.




















































































































































































































る生産者年齢層で は少 ないこと,簡 便 な精度の高い検
査法がないことなどより積極的には取 り入れ られてこ
な かっ た.前 立 腺 検 診 に はPSA,経 直 腸 超 音 波
(TRUS),直腸診(DRE)の 三者 を併用する ことが理
想 的であろ うが,私 たちの経験 か らで も費用や手 間の
点 か ら実際的ではなかった7)三 者か ら択一す るなら
ばPSAが もっとも診断率 が高 いこ と,簡 便で苦痛が
少 ない ことなどか らスク リーニ ングに関 しては標準 に
な ろ う と して い る8)た だ し,PSAは 前 立腺 癌 の
マーカーではな く前立腺上皮のマーカーであるため前
立腺肥大症で も上昇することは よく知 られている.今
回前立腺肥 大症 の有無 をAUAの 症状 点数 と困惑 度
点数 を問診票 か ら推測 し,肥 大 症に伴 うPSAの 上昇
を予測,判 定の参考 にで きるのではないか と併用 して
みた.し か し,今 回の結果で は点数 から排尿障害 あ り
と判定 され た中には,PSA4ng/ml以上の受検者 は
見 られなか った.
今 回,857名の受検者 か ら3名(0.35%)の前 立腺
癌 が見つかった ことは,成 人病健診 にPSAとAUA
の排尿点数結果 を加 えることにより,判 定時に泌尿器
科 医がチェ ックするだけで前立腺癌 を発見で きるシス
テムである といえる.0.35%とい う発見率は,す べて
の要精検者が系統 的生検 を受 けた としたらさらに上昇
することは想像に難 くない。われわれは外来にて2～
6カ所のラ ンダム生検 を施行 しているが,系 統 的生検
を実施するには入院が望 ましく当院では難 しい.前 立
腺 癌 が診断 された3例 の うち,2例 はstageBと診
断,手 術 をおこなったが1例 は リンパ腺転移(+),1
例 の みがstageBであった.あ と1例 はstageCと
診断,LH-RH療 法を行 っている.
PSAのcutoff値を どの よ うに設定 す るか,ど の
キ ッ トを使用す るかが今 後の課題 であるが米 国FDA
によるTandemR-PSAによる と,4-・10ng/mlを軽
度癌疑 い,10ng/mlを高度疑 い とす るのが標準 とな
る の か も しれ な い9)今 回 用 い たDel丘aPSAは
TandemR-PSAのそれ とよく相 関す るこ とが示 され
てお り,わ れわれは8ng/mlを癌疑 い としたがPSA
velocity,PSAdensity,PSAagereferenceなど も考
慮 に入れて判定することで さらに精度が上が るであろ
う.将 来は,二 次検査 における前立腺生検の適応 を人
工知能 を使 って決定す るな らばcosteffectiveな検 査
























6)前 立 腺 検 診 の 手 引 き.前 立 腺 検 診 協 議 会 編 集.金
原 出 版,東 京,1993
7)米 田 勝 紀,鈴 木 竜 一,前 田 吉 民,ほ か:あ る 一 町
村 に お け る 前 立 腺 集 団 検 診.泌 尿 紀 要40:315-
318,1994
8)今 井 強 一,山 中 英 寿:集 団 検 診.泌 尿 器 外 科8:
ll5-Il9,1995
9)CatalonawJ,RichieJP,AhmannFR,etaL:
Comparisonofdigitalrectalexaminationandserum
prostatespecificantigeninearlydetectionof
prostatecancer・Juroll51:1283-1290,1994
10)snowPB,smithDsandcatalonawJ:Artificial
neuralnetworksinthediagnosisandprognosisof
prostatecancer:apilotstudy.Jurol152:
1923-1926,1994
(畏1::鵠曲 器 魔ll淵
